ガクジュツ シュッパン ノ ギジュツ ヘンセン ロンコウ カッパン カラ DTP マデ by 中西, 秀彦
氏名
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
学位論文名
論文審査委員
中西秀彦
博士(創造都市)
第 5945号
平成 25年 3月21日
学位規則第4条第2項
学術出版の技術変遷論考ー活版から DTPまで
主査教授北克一 副査教授ベンカテッシュ・ラガワン
直IJ 査教授中野秀男
論文内容の要旨
本論文は第2次大戦後の学術出版の技術変遷について、特に、印刷技術としての活版から電子組版
への変遷を中心に記述・検討したものである。グーテンベルクの発明以来、最大の印刷技術史上の変
化である電子組版の主主場は、印刷技法の変化にとどまらず、学術研究の成果発表の方法自体にも影響
を及ぼし、最終的に電子的な情報流通へとつながった
しかし、その過程については詳細な、記録がなされていない。本論文は、日本の学術組版の進展を印
刷技術の大きな変化の中に位置づけ、併せて、一学術出版印刷会社の電子組版化の記録をケーススタ
ディとして、導入技術、営業実態、社員体制などを中心に、詳細を発掘したものである。
研究の方法論としては、活版・電算写植・DTPそれぞれの発展と表退を概論とケーススタディか
ら記述している。概論は主に先行文献・基礎統計資料による記述・分析・考察による。ケーススタデ
ィについては、京都の中西印刷を例にとり、活版・電算写植・DTPそれぞれの導入、定着、廃棄の
あり方を兵体的実資料の裏づけのもとに考察、実証する
多面的な資料から電子化の実相を明らかにした。
全体構成は、 l章 f学術印刷の変遷jでは、印刷術の変遷の概略と学術出版印刷の特性についてま
とめている。 2章「活版と写植の時代」では、活版印刷とその近代化、手動写植の記述考察を行って
いる。 3・4章「電算写植の時代」は、電算写植システムの勃興とその展開を扱い、 5章 fDTPの時
代」においてパソコンとDTPの発展を検討している。 6章では、学術出版技術変遷論考として 1-5
章をまとめた論考を行い、終章では今後の学術出版のあり方についての考察を進めている。
論文構成は、各章は節に分かれ、 1節 f一般的技術動向」、 2節「文字コード動向」、 3節 fケース
スタディ研究:中西印刷の事例、 4節「各時代の学術印刷物の製造過程記載」が展開される。以下、
各章の論述を簡単にまとめる。
1章「学術印刷の変遷」では、 fl.1戦後出版印刷技術史概論」は活版・謄写印刷・タイプ印刷・
手動写植・電算写植・ DTPという一連の印刷技術の変遷を評価する。 f1.2文字コード問題の所在」
では、文字種の確保/文字字形と文字コードの対照性を論じている。 f1.3京都の中西印刷の歴史と背
景」を取り上げ、 f1.4学術出版印刷iの特殊性j での文字・組版表現の多様性と複雑さ校正期間の長
さと訂正の多さに繋げている。
2章「活版と写植の時代」では、 f2.1 活版と写植の展開j において、活版の工程、活版工程の合
理化とモノタイプ、モノタイプの利点と限界、手動写植の展開、手動写植の誕生と普及、写植の訂正
の困難さについて、詳述、検討を進めている。 f2.2文字コードの誕生Jでは、漢字コードの成立と
モノタイプ、モノタイプ文字コードの検討、 f2.3 活版の栄枯盛衰Jでは、ケーススタディとして中
西印刷を対象に、活版による生産、高度な総版技術、モノタイプと電算活版、モノタイプの受容と電
算機を利用した活版の試み、活版の衰退、 1992年の同社における活版印刷廃止までを扱う。 f2.4活
版による学術出版印刷」では、事例印刷物として f西夏文華!被終s， Wピルマ語辞典s， W篠回統文庫
目録』を取り上げ、活版印刷術の完成時点を総括した。
3章「電算写植の時代 1Jでは、 f3.1 日本の電子組版の勃興」で、ColdType SettingとComputer
Type Setting、電算写植機と電子組版機を論じ、 f3.2 電算写植の時代の文字コードJにおいては、
印刷組版の電子化と文字コードの必然、 JIS漢字コードの陪題、 JIS78とJIS83の混乱、電算写植コ
ード、各社の独自コードから JISへの収数を歴史軸において詳述している。続いて、 [3.3 中西印刷
における電算写植の導入」では、事例研究として電算写植導入・培設経緯、移行過程を各指標から考
察、人員構成、生産ページ、部屋の配置、電算化の諸問題の指摘、誤植復活などを年度別に記述し、
横断的に考察している。 [3.4 文字コード変換による学術出版」では、データ入稿の利点、フロッピ
一入稿の進展と障害、
fフロッピ一入稿」のための著者への案内、制御記号付きフロッピ一入稿を論じ、印刷技術の変遷を
活写している。
4章「霞算写植の時代 2Jでは、[4.1 電算写植システムのその後の展開Jで電子総版機のワーク
ステーション利用で当時の Compotex3000を取り上げ、[4.2 文字コードと個別外字j では、電子
組版へ供給される文字種の少なさ、印刷会社毎の個別外字の作成、人名異体字問題の解決、電子フォ
ントの利便性などを論じる。続いて、[4.3 中西印刷における電算写植の受容jにおいて、軌道にの
った電算写植に関して、人員構成、生産ページ、
部屋の配置、独自外字辞書の作成について、年度別に記述し、横断的に考察を進めている。
[ 4. 外字変換による学術出版」では、中西印刷における出版物『東方撃報』、『阿箆達磨倶舎論実
技疏の研究』を事例として、「へブライ文字」の作成、失われた文字の作成なと、の処理技術を論じる。
5章 [DTPの待代jでは、 [5.1DTPの衝翠jでDTPの定義、初期日本誘DTPと出版社での利用、
[TeXJを扱い、 [5.2 DTPと文字セット」においては、 DTPでの使用字種の拡大、文字コードの統
一と包摂問題、 UNICODEへの収数を論じている。 [5.3 学術出版印刷へのDTPの利用」では、事
例研究として中西印刷にとってのDTP、DTPによる顧客との共同作業を取り上げ、 [5.4 DTP共同
作業による学術出版Jとして『パーブル・ナーマの研究』、 WBlackHall Accretion Disks~ に関して
詳述している。
6章 f学術出版技術変遷論考」では、 [6.1 研究の最終段階としての印踊I)Jで印刷電子化における
電算写植と DTP の位置づけ、学手t~l:I:l版の共同作業としての印刷を論じ、 [6目2 電子化と文字コード」
においては、文字コードの共通化、汎用統一文字コードの拡大を取り上げる。 [6.3 ケーススタディ
としての中西印刷の電子化」では、手段としての印刷技法、従業員の転職/コンビュータ設備状況を
まとめ、 [6.4電子書籍時代の印刷会社の役割Jにおいて、学術出版印刷の価値、研究成果のエビデ
ンスと保存へと論を進める。
終章「学術出版印刷の新地平」では、学術情報流通の電子化とネットワーク流通の進展の中におい
て、学術出版の流通の電子媒体への移行を現状の電子媒体は紙媒体の模倣と指摘し、紙媒体から形式
的にも流通的にも独立存在としての電子出版物が今後あらわれるとする。学術論文の著者と印刷会社
の相互関係については、著者DTPによるE問1)会社の役割消滅は早計と論じ、構造化の作業分担者と
しての印刷会社の存在を言う。さらに今後の方向性として、出版社と印刷会社の機能を取り上げ、電
子化による出版社と印刷会社の接近を考察し、出版社の「販売」と印刷会社の「印刷製本」の解体の
中で、実態を生み出す資源の保有の角度から出版社の企画カ・編集力の寄与が学術出版では少なく、
印刷会社優位とする。さらに構造化組版の進展、文書の表現形式と構造の分離に関して論じ、今後、
印刷会社の役割が表現形式から構造の整備へと向かう、と結語している。
論文春斎の結果の婆旨
以上のように、本論文は第2次大戦後の学術出版の技術変遷について、特に、印刷技術としての活
版から電子組版への変遷を中心に論述したものである。グーテンベルクの発明以来、最大の印刷技術
史上の変化である電子組版の登場は、印刷技法の変化にとどまらず、学術研究の成果発表の方法自体
にも影響を及ぼし、最終的に電子的な情報流通へとつながった。しかし、その過程については詳細な、
記録がなされていない。本論文は、日本の学術組版の進展を印刷j技術の大きな変化の中に位置づけ、
併せて、一学術出版印刷会社の電子組版化の記録をケーススタディとして、導入技術、営業実態、社
員体制などを中心に、詳細を発掘したものである。
研究の方法論としては、活版・電算写植・ DTPそれぞ、れの発展と衰退を概論とケーススタディか
ら記述している。概論は主に先行文献・基礎統計資料による記述・分析・考察による。ケーススタデ
イについては、京都の中西印刷を例にとり、活版・電算写植・ DTPそれぞれの導入、定着、廃棄の
あり方を具体的実資料の裏づけのもとに考察、実証し、多面的な資料から電子化の実相を明らかにし
た。
求められる言語述対象に対する実証性の高さ、論考の綴密性、考察結果の独創性等において特に優れ
た論文と評価することができ、その優れた研究成果は、明治以降の日本における学術出版印刷の歴史
的総括であると共に、今後の学術出版印刷の方向性を研究する上で、
今後のこの方商の研究について寄与すること大であるロよって、本論文の著者は博士(創造都市)の
学位を受ける資格を有するものと認める。
